
主要品目産地概況と販売見通し（令和5年7月）
△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 83 \ 70 ▲ ＝ ▼ \ 70 (\ 71 )

総入荷量 130 ｔ 121

\ 93 \ 160 ▽ ▽ ＝ \ 90 (\ 74 )

総入荷量 400 ｔ 122

\ 450 \ 430 ＝ ＝ ＝ \ 450 (\ 460 )

総入荷量 80 ｔ 110

\ 458 \ 580 △ △ ＝ \ 700 (\ 677 )

総入荷量 28 ｔ 122

\ 235 \ 240 ＝ △ ＝ \ 250 (\ 243 )

総入荷量 55 ｔ 108

\ 1,450 \ 1,350 ▼ ▼ ▼ \ 1,000 (\ 900 )

総入荷量 15 ｔ 110

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

はくさい
産地概況

長野産、高冷地JA川上蔬菜、JA川上物産の入荷。現在のところ生育良
好で順調な入荷見込み。

前年比 ％

キャベツ
産地概況

群馬県を主に茨城・長野・県内産の入荷。茨城は上旬頃で切りあがる
見込み。中旬以降群馬県産の入荷が本格的となる。

前年比 ％

ねぎ
産地概況

茨城産バラと大分産束物の入荷。各産地安定した入荷を見込む。

前年比 ％

ほうれん草
産地概況

県内・岐阜産の入荷。両産地共に安定した入荷を予想する。

前年比 ％

小松菜
産地概況

県内・茨城産の入荷。両産地共に安定した入荷を予想する。

前年比 ％

アスパラガス
産地概況

国産は長崎産を中心に山形、長野産の入荷。安定した入荷を見込む。

前年比 ％



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

下旬見込 上旬 中旬 下旬

\ 458 \ 550 ▼ ▼ ＝ \ 420 (\ 406 )

総入荷量 140 ｔ 100

\ 113 \ 130 ＝ ▼ ＝ \ 110 (\ 100 )

総入荷量 150 ｔ 107

\ 930 \ 900 ▼ ＝ ＝ \ 800 (\ 820 )

総入荷量 20 ｔ 109.2

\ 473 \ 450 ▼ ＝ ▼ \ 300 (\ 344 )

総入荷量 25 ｔ 224

\ 322 \ 300 ▼ ＝ ▼ \ 150 (\ 180 )

総入荷量 40 ｔ 198

前年比 ％

ブロッコリー
産地概況

北海道産を主に長野県産の入荷。生育は良好のため安定した入荷が予
想される。

前年比 ％

えのき
産地概況

JA全農長野物中心の入荷。
今月に入り、もう一段減産に入るため、アイテムによってタイトな状
況が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続くと予想され
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　価格は、
不需要期ではあるが生産量少ないため、弱保合を見込む。

前年比 ％

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 予想平均単価（前年）

生椎茸
産地概況

石川県産中心に、富山県産・長野県産・兵庫県産の入荷。各各地、減
産に加えて、電気料金及び資材費等の高騰に伴う規模縮小により入荷
減少。価格は、不需要期ではあるが、生産量少ない為、弱保合を見込
む。

前年比 ％

しめじ
産地概況

JA全農長野物中心に、企業物（ホクト・ミスズ・雪国）の入荷。
各産地、減産に加えて、電気料金及び資材費等の価格高騰に伴う規模
縮小により入荷減少。
価格は、不需要期ではあるが生産量少ないため、弱保合を見込む。

前年比 ％

レタス
産地概況

長野県高冷地の入荷。天候の異変が懸念されるが概ね順調な入荷が予
想される。



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

下旬見込 上旬 中旬 下旬

\ 2,750 \ 2,850 △ ▲ ＝ \ 3,350 (\ 3,295 )

総入荷量 3.8 ｔ 100

\ 630 \ 730 ▲ ＝ ＝ \ 1,000 (\ 1,012 )

総入荷量 830 ｔ 98

\ 318 \ 250 ＝ ▼ ▼ \ 220 (\ 189 )

総入荷量 ｔ

\ 250 \ 290 ＝ ▼ ▼ \ 280 (\ 292 )

総入荷量 200 ｔ 110

\ 342 \ 340 ＝ ▲ ▼ \ 350 (\ 346 )

総入荷量 150 ｔ 108

\ 258 \ 265 ＝ ▲ ＝ \ 280 (\ 267 )

総入荷量 300 ｔ 115

\ 482 \ 520 ▲ ▲ ▲ \ 550 (\ 544 )

総入荷量 78 ｔ 113

トマト
産地概況

石川県産、JA松任・小松市・内浦町・完熟トマト出荷組合・緑宝会、
愛知県産JA豊橋・ひまわり・愛知みなみの入荷。上旬、出荷ピークな
がら中旬から終盤を迎え減少傾向。中旬より岐阜県産JAひだ（夏秋
作）の入荷予定。下旬より出荷ピークとなる見通し。

前年比 ％

ミニトマト
産地概況

愛知、石川、長野、北海道ほかの入荷。愛知県産は中旬にて大幅に減
少予定。石川、長野は徐々に増加に向かう。北海道は中旬以降の入荷
見込み。価格は後半に向かい強めの展開となる見通し。

前年比 ％

石川県産主力に長崎、鹿児島県産の入荷。天候次第ではあるが数量増
単価安を見込む。

前年比 ％

胡瓜
産地概況

福島県産主体に長野、山形、石川県産の販売。中旬より露地作の増加
に伴い価格も下げに向かう見通し。

前年比 ％

茄子
産地概況

群馬県産主体に山形、石川県産主力の入荷。群馬県産は中旬頃でハウ
ス物が減少し価格も底上げとなる見通し。

前年比 ％

大葉

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 予想平均単価（前年）

産地概況

6/2の台風2号に伴う豪雨被害により、主力産地である豊温大葉の一部
の地区において浸水の被害が出たことで、全体の出荷量が落ち込むこ
とが予想される。それに伴い相場も前年に比べて強めに推移する見込
み。

前年比 ％

春菊
産地概況

岐阜県飛騨農協主体の入荷。6月中の降雨が影響し上旬の出荷量はやや
少ないが、中旬以降回復の見込み。

前年比 ％

南瓜
産地概況



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 327 \ 400 ▲ ▲ ▲ \ 480 (\ 397 )

総入荷量 40 ｔ 91

\ 907 \ 1,000 ＝ ▼ ＝ \ 930 (\ 919 )

総入荷量 23 ｔ 137

ピーマン
産地概況

高知、長野、北海道産の入荷。高知は中旬以降減少し、代わって長野
産が増える見込みとなっている。価格は全体的には上向きで推移して
いく見通し。

前年比 ％

豆類
産地概況

インゲン　高知、長野、石川県産の入荷。枝豆　岐阜、群馬県産の入
荷。きぬさや、スナップ　北海道産の入荷。

前年比 ％

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

単位：円/kg



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 76 \ 105 ▲ ＝ ▲ \ 120 (\ 141 )

総入荷量 250 ｔ 101

\ 164 \ 150 ＝ ▼ ＝ \ 140 (\ 134 )

総入荷量 23 ｔ 100

\ 114 \ 140 ＝ ＝ ▲ \ 150 (\ 167 )

総入荷量 280 ｔ 142

\ 1,070 \ 950 ▼ ▼ ＝ \ 830 (\ 838 )

総入荷量 7 ｔ 116

\ 334 \ 370 ＝ ▼ ▼ \ 280 (\ 267 )

総入荷量 50 ｔ 103

\ 125 \ 140 ▲ ＝ ▲ \ 160 (\ 98 )

総入荷量 150 ｔ 93

\ 421 \ 430 ＝ ▲ ▲ \ 450 (\ 421 )

総入荷量 40 ｔ 100

長芋
産地概況

北海道並びに青森産の入荷。青森産は大雨被害で減少している令和４
年産春堀品で数量は少ない。被害の少なかった道産にしても正品率は
低く、両産地共に下等級品の比率が高い。需要期に入り全国的な引合
が強まる為価格は堅調に推移すると見られる。

前年比 ％

馬鈴薯
産地概況

長崎県産は上旬で終了。石川県産の入荷までは府県産各産地からの入
荷を見込んでいる。前年度の様な後ずれもない為、前年度よりは大幅
高の平年並みの単価推移を見込んでいる。

前年比 ％

蓮根
産地概況

愛知産ハウス物の入荷。概ね順調な入荷を見込む価格は弱含みを見込
む

前年比 ％

甘藷
産地概況

高知、茨城、千葉産の入荷に静岡産が加わる静岡産は減少見込み

前年比 ％

かぶ
産地概況

青森産の入荷。順調な入荷予定。

前年比 ％

人参
産地概況

青森・和歌山産主力の販売。早ければ下旬頃より北海道産の入荷を見
込んでいる。前年度は青森産が不作傾向であったが今年度は生育順調
となっている。但し、青森産は生産面積が減少している。

前年比 ％

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

大根
産地概況

岐阜、北海道産主力に、青森、石川産の入荷予定。前年不作であった
北海道産は、平年作の見込みで、前年より安値を見込む。

前年比 ％



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 85 \ 90 ▲ ▲ ＝ \ 100 (\ 135 )

総入荷量 430 t 105

玉葱
産地概況

兵庫産主体に大阪・富山等府県産の入荷。各産地共に平年並の出荷量
の予想であるが生育期の積算気温と適度な降雨の為全体的に大玉傾向
と見られる。地物石川産の品質が改善され順調な入荷が見込まれる。

前年比 ％

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 973 \ 984 ＝ ▼ ＝ \ 920 (\ 908 )

総入荷量 45 ｔ 140

\ 525 \ 522 ▲ ▲ ▲ \ 950 (\ 591 )

総入荷量 100 ｔ 120

\ 212 \ 220 ＝ ▼ ＝ \ 190 (\ 199 )

総入荷量 1,330 ｔ 100

\ 252 \ 220 ▲ △ ＝ \ 400 (\ 410 )

総入荷量 75 ｔ 125

\ 1,194 \ 960 ▼ ▼ ＝ \ 800 (\ 856 )

総入荷量 100 ｔ 126

\ 1,211 \ 1,220 ＝ ＝ ▼ \ 1,170 (\ 1,167 )

総入荷量 45 ｔ 104.6

桃
産地概況

山梨産主力に中旬以降福島、下旬以降JA金沢産の入荷。各産地昨年に
比べ5日前後前倒しの入荷見通し。

前年比 ％

ぶどう
産地概況

石川産は高松を主力に、金沢、羽咋の入荷。巨峰、シャインマスカッ
トは山梨を主力に、長野、岡山産の入荷。価格は昨年よりも強いと予
想される

前年比 ％

りんご
産地概況

青森県産ふじ、ジョナゴールド、シナノゴールドの入荷。月末に向け
徐々に減少。価格は昨年同様強いと予想。

前年比 ％

メロン
産地概況

静岡産主力に、山形、千葉、愛知産の入荷。果産地順調な入荷見込
み。価格は強いと予想される。

前年比 ％

西瓜
産地概況

JA金沢市主力の入荷。中旬以降数量増見通し。

前年比 ％

ハウス
みかん 産地概況

愛知産主力に佐賀、長崎、福岡産の入荷。ギフト商戦で価格は若干強
保合いの予想される。

前年比 ％

単位：円/kg

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）



△強い　　▲強保合　　＝保合　　▼弱保合　　▽弱い

上旬 中旬 下旬

\ 191 \ 195 ＝ ＝ ▲ \ 198 (\ 161 )

総入荷量 1,564 ｔ 90.0

\ 322 \ 325 ＝ ▲ ▲ \ 350 (\ 322 )

総入荷量 41 ｔ 88

\ 175 \ 190 ▲ ▲ ＝ \ 220 (\ 215 )

総入荷量 29 ｔ 78

\ 410 \ 405 ＝ ▲ ▲ \ 420 (\ 410 )

総入荷量 52 ｔ 87

\ 220 \ 220 ＝ ＝ ＝ \ 200 (\ 200 )

総入荷量 53 ｔ 100

\ 535 \ 550 ＝ ＝ ＝ \ 550 (\ 413 )

総入荷量 98 ｔ 100

キウイ
産地概況

ニュージーランド産はゴールド・グリーンともにサイズは潤沢にあ
り。大玉傾向に変化なし。価格は前月の保合で推移。

前年比 ％

パイン
産地概況

台湾産が販売終了。フィリピン産がメインとなるが産地状況が悪く入
荷が少なくなる予想。

前年比 ％

グレープ
フルーツ 産地概況

南アフリカ産ルビー種の販売、ホワイト種はやや少なめの入荷。

前年比 ％

レモン
産地概況

アメリカ産は上旬を目途に販売終了。次にチリ産の入荷で、140玉・
165玉中心の販売へ。価格はほぼ前年並みを予想。

前年比 ％

フィリピン産は順調な入荷を見込むが引き続き生産は少なく、単価は
高め。南米産はハンド中心に安定した入荷。

前年比 ％

オレンジ
産地概況

アメリカ産バレンシアの販売を経て、オーストラリア産ネーブルの販
売へ。中心サイズは７２玉・８８玉。価格は前年より高値で推移。

前年比 ％

品目
先月の単価 当月の市況推移

上中旬 下旬見込 予想平均単価（前年）

バナナ
産地概況

単位：円/kg


